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　「佐沼どんと祭・裸参り」（登米中央商工会青年部主
催）は１月 14 日、佐沼一市通りなどで開かれ、今年
一年の無病息災などを祈願しました。
　どんと祭・裸参りは、地域の活性化や住民の無病息
災、宮城県沖地震からの復興を祈ろうと昭和 54 年か
ら始まり、今年で 39 回目を迎えました。裸参りには、
商工会青年部ほか、市内の企業、団体などから約 200
人が参加。参加者は、さらしや白装束姿にたいまつを
持ち、登米・南三陸フェスティバル前から約 500㍍先
の津島神社に向かいました。津島神社到着後は、正月
飾りに点火。来場者たちは平穏な一年を祈りました。

氷点下の気温の中、ゆっくり一歩ずつ歩みを進める参加者たち。
裸参りに参加した年は、風邪を引かないなどと言われています。

　「登米市青年文化祭」（市青年団連絡協議会主催）は
２月５日、錦織公民館で開かれ、神楽やオリジナル寸
劇などを披露し、来場者たちを楽しませました。
　青年文化祭は、市内の青年たちが文化活動の発表を
通じて、豊かな地域社会の創造を目的に開催され、今
年で 12 回目。
　舞台は、地元飯土井神楽で開演。佐沼鹿

しし

踊
お ど

り、フラ
ダンスやオリジナル戦隊による寸劇などに、客席から
盛んに拍手が送られました。清水上みよ子さん＝錦織
４区＝は「神楽や楽しい劇が見れて満足。若い人たちが
頑張っているのは頼もしい」と笑顔を見せていました。

登米総合産業高と登米高吹奏楽部も参加し、見事な演奏を披露。演
奏に合わせ、観客が「恋ダンス」を踊るなど大いに盛り上がりました

　「市立米谷病院建設工事起工式」は１月27日、東和町
米谷地内の建設予定地で開かれ、市職員や工事関係者
ら50人が出席し、神事が行われました。
　布施孝

たか

尚
ひ さ

市長は「高齢化が進み、長期療養病床の整
備が重要課題でした。今後さらに地域医療の充実を進
めたい」とあいさつ。新病院は、鉄筋コンクリート３
階建てで、延べ床面積が約 6820 平方㍍。現在の敷地
に周辺の土地を買収し、総面積約１万 2400 平方㍍と
なります。総工費は約43億５千万円で、平成31年２月
ごろ開院予定。完成後の病床数は、現在の49から90床に
増え、そのうち50床が療養病床になります。

布施市長、松本市病院事業管理者職務代理者と沼倉市議会議長
が鍬入れをし、工事中の安全を祈願しました。

２月10日の給食は、コンクール受賞献立。佐沼小２年の鈴木
里
り

鳳
お

夏
な

さんと千葉遼
りょう

太
た

君は「ワカメもおいしい」とにっこり。

　県産品を生かした食育にふさわしい献立を競う「伊
達な献立コンクール」（県教委など主催）で、本市西
部学校給食センターが最高賞の県知事賞に選ばれまし
た。
　コンクールには、県内の公立学校など 23 団体が参
加。書類審査を通過した７団体が実技審査に進みまし
た。同給食センターは、宮城名産笹かまぼこに市内産
パプリカのみじん切りを散りばめた「笹かまのカラフ
ルみそマヨネーズ焼き」や市内産のマイタケを使った
「すまし汁」などの献立を出品。地元食材を生かした
味付けや彩りのよい仕上げなどが評価されました。

　迫町下舟丁出身の書家・デザイナーの日野薫
かおる

さんは
１月 16 日、市役所迫庁舎を訪れ、自らがデザインし
た干

え

支
と

のポスターを市に寄贈しました。ポスターの寄
贈は今年で５回目。　
　ポスターは横 80㌢、縦 113㌢、青で描かれた漢字の
「酉

とり

」に、黒で描かれたひらがなの「とり」を重ねた
デザイン。日野さんは「青は今年の流行色であり、縁
起色。爽やかな年になってほしいと思いを込めました」
と栗山健

けん

作
さ く

副市長にポスターを手渡しました。栗山副
市長は「ポスターを見た来客者に、爽やかな市役所だ
と感じてもらえそうです」と感謝を述べました。

栗山副市長（右）に説明する日野さん（左）。このデザインは、日野
さんのウェブサイト「薫る風」から無償でダウンロード可能。

　市消防団（佐々木敏
とし

朗
ろう

団長）と防犯指導隊（須藤健
けん

治
じ

隊長）、交通安全指導隊（男澤孝
たか

芳
よし

隊長）は、平成29年の
出初め式をそれぞれ実施しました。
　消防団の出初式は１月８日、市消防防災センターで
実施。消防団員約 1100人が九つの支団ごとに隊列を組
み、登米祝祭劇場から防災センターまで力強く行進し
ました。消防ポンプ車を使った放水訓練や救助訓練な
ども披露されました。
　防犯指導隊と交通安全指導隊では１月７日、中田総
合体育館でそれぞれ出初式を実施。新年に当たり、市
民の安全安心を守る思いを新たにしていました。

火災や特殊詐欺などの犯罪、飲酒運転や交通死亡事故ゼロに向
けて、関係機関と連携し活動していくことを誓いました。


